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蠢
ドイツの作家 Ernst Wiechert（1887－1950）（以下「ヴィーヒェルト」とす
る）と Hermann Hesse（1877－1962）（以下「ヘッセ」とする）の二人の名前
を並べられて，ヘッセの名前は知っていても，ヴィーヒェルトを知る人はそう
多くあるまい。ドイツでも第二次世界大戦後それほど時間が経過しないときは
ともかく，現代では一部の人々の記憶にしか留まってはいないだろうし，興味
を引きもしない。ヘッセはノーベル賞作家・詩人であるが，ヴィーヒェルトは
ほとんど忘れられた作家・詩人であると断言してよかろう。
ヴィーヒェルトは，同時代のドイツ文学によってよりも，イギリス文学やフ
ランス文学に，より強い影響を受けてきたと言っているが，ヘッセには多くを
負っていると語っている(1)。本稿では作家同士の影響関係の探求を問題とする
のではなく，両者の作品にみられる共通点に光を当て，なおかつ，ヴィーヒェ
ルトに重点を置きながら論を進めたいと思う。
両者にはいくつかの共通点が指摘できる。筆者が知り得た範囲で，その共通
点を挙げれば，まず，両者ともその作品のなかに自分の生まれ育った郷土の姿
を形象化させていることが挙げられよう。ヘッセは，生まれ育った西南ドイツ
の小邑カルプ Calw を，ヴィーヒェルトは第二次世界大戦後の処理によって，
現在ではドイツ領ではなくなってしまっている旧東プロイセン（Ostpreusen）
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(１) 1 Aus der deutschen Dichtung der letzten Jahrzehnte hat Hermann Hesse mich lange begleitet, und
immer nahe sind mir Ricarda Huch und Carossa geblieben.
「最近のドイツ文学のなかでヘルマン・ヘッセは長いこと私の座右にあり，リカルダ・フーフや
カロッサもつねに私には近しかった」
Wiechert, Ernst: Jahre und Zeiten. in Sämtlichen Werken Band9 1957 München S.742f（以下ヴィー
ヒェルトからの引用は著者名，作品名，巻数，ページ数のみ示すこととする）
（かの地は現在，分離分割され，リトアニアとポーランド領に組み入れられたと
いう）の，森林と湖沼に囲まれたクラインオルト（Kleinort）という場所をそ
れぞれその作品に形象化させている。
さらに，両者は生没年がほぼ同じことも共通している。つまり，19世紀後半
に生をうけ，20世紀半ばにその生を閉じているのである。その生涯のなかで，
特に，二度の大きな世界大戦を経験し，そこから拭い落とすことのできない経
験をしたことも歴史の中に生きる存在としては当然のことと言えるであろう。
第一次世界大戦において，ヘッセは銃後で，ヴィーヒェルトは前線に赴き，実
戦経験の有無に相違はあっても。また，第二次世界大戦にあっては陰に陽にド
イツの参戦姿勢に対して反対の立場を表明したことも。
さらに共通点を挙げれば，作家という立場から当然なことかもしれないが，
講演に招かれたり，寄稿を求められたりするつど，自国のあるいは祖国の国民
に向かって語る機会をもったことである(2)。筆者はこの最後の観点に焦点を当
てることとするが，その中でも特に，両者が若者たちに宛て語り，書いたもの
をとりあげてみたい。
蠡
ヴィーヒェルトは自伝として，Wälder und Menschen，および，Jahre und
Zeiten を書き残しており，それは彼の生涯を知るうえで貴重な資料であり，興
味深いものである。前者はおもに少年時代から学生時代までの半生を綴ったも
のであり，後者は青年時代から晩年までを描写している。この自伝や，また，
講演の記録を読むことは，いわばヴィーヒェルトの肉声を聞くにも等しい行為
であると思われる。自伝は文字どおりみずからの人生の告白である。自伝ばか
りでなく，作品をとってみてもヴィーヒェルトは自分の生まれ育った故郷や自
分の体験を形象化するタイプの作家である。この論考のもう一方の対象となっ
ているヘッセも，自伝的要素を多用するタイプの作家であることはつとに知ら
れている。
ヴィーヒェルトは1936年から48年まで，オーバーバイエルン（Oberbayern）
のホーフガーゲルト（Hof Gagert）に居住しており，その関係からか，かの地
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(２) 当時ヘッセはもうスイス国籍を取得してしまっていたのでドイツは彼にとっては祖国ではある
が，そこに自分の国籍が属す国ではなくなっていた。
のミュンヒェン大学で1933年７月６日（「詩人と若者」：Der Dichter und die
Jugend）と1935年４月16日（「詩人とその時代」：Der Dichter und seine Zeit）
の前後二回講演している。ちなみに第一回目の講演に半年ほど先立つ，1933年
１月30日にはナチスがドイツの政権を合法的に掌握するという事態が起こって
いた。前後二回にわたるミュンヒェン大学での講演は，特に，直接的には学生
たちを前にして語ったものである。なお第二回目の講演の際，ナチスの大物幹
部ヒムラーも出席しており，ヴィーヒェルトの語ることばに耳を傾けていたと
いう(3)。
ヴィーヒェルトは，当時政権を奪取して着々と足固めをしていたナチスに対
して，第一回目の講演では表現的には穏やかな表現で，第二回目の講演では，
意識的に抑えているとはいえ，前回に比べればさらに強固な信念のもとに自己
の所信を述べている。このことも一つの機縁となったのであろうが，1938年に
ヴィーヒェルトはブーヘンヴァルト Buchenwald強制収容所に収監された。そ
の模様は概ね彼の作品 Der Totenwald に描かれている。Der Totenwald において
は色彩，音，動物，植物などに関する描写が異常に少なく，押さえた筆致にな
ってはいるが，それがかえって収容所の不気味な無機質的な雰囲気を映すのに
成功しているといっていいだろう。実際収容所のなかでは，呻き苦しみや，流
血事件が頻発していたのであろうが，それが日常茶飯事化してしまう毎日にあ
っては，精神が麻痺してしまい，そこに一種異様な精神鈍磨が起こる。その雰
囲気がこの描写法でうまくでているように思われる。
ヴィーヒェルトおよびヘッセははなぜ若者に対して語るのかを以下に見てい
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(３) Everything about his past life, indeed everything…urged him to speak out against the Nazis. his sincere
love of the individual and distatste for mass monements, his belief in personal inviolability, his dignity as
an honest man, his upbringing, his newly-won “Humanität” with its stress on the intangible moral valus of
truth, justice and freedom and most of all his new concept of the poet as seer, spiritual leader and guardian
of these valus, all conspired to force him to adopt a decisive stand against the Nazis and all the represented.
Wiechert chose to speak out fearlessly and knew he had chosen wisely when he saw the young students
who had gathered to hear his views in the Aula of the University allegedly in the presence of Himmler –
and hear him they did. Boag, Hugh-Alexsander: Ernst Wiechert.The Prose Works in Relation to His Life
and Times. Stuttgart 1987 S. 20f ミュンヒェン大学に講演で招かれて，時局的な内容を盛り込むか
どうかで苦しい選択を迫られたが，結局，それを盛り込むことにした。その理由はといえば，「個
人を尊重し，群衆的な行動を好まぬこと，個性を侵ささざるべきのとみなしていること，誠実な
人間としての尊厳を守りたいこと，真実・正義・自由などの道徳的価値を強調する彼の人間主義
（“Humanitat”），それにもまして特に，将来を見通すもの，霊的指導者，以上の諸価値を守護す
るものとしての詩人的資質」などが，ヒムラー出席の講演会で，批判となって迸らせたのだ。
こう。
ここで再びヴィーヒェルトの出身地旧東プロイセンに話を戻す。伝記を頼り
に地図で彼の出身地とおぼしきところをたどってみると，湖や沼や森林がいた
るところに点在しているのがわかる。父親は森林林務官をしていたという。母
親はいくら夫の仕事とはいえ，あまりにもさびしい環境に精神が参ってしまっ
ていたようだ。非常に痛ましいことだが，この母親はヴィーヒェルトが25歳の
ころ自殺してしまった（ヴィーヒェルトは母親ばかりでなく最初の妻をも1929
年に自殺によって失っている）。幼い頃からギムナジウム入学までの期間をこの
生まれ故郷で過ごしながら，彼の精神のなかにはこの環境が消しがたいほどに
鮮やかな印象として残った。作品の所々で湖沼や森や泥炭に関する記述が見ら
れる。特に，Märchenにおいては彼の幼いころの体験に基づく記述であろうと
思われる人物や場所等が頻繁に見られる。勤勉に仕事にいそしむ農夫たち，猟
師たち，夫を亡くして子どもたちとともに懸命に生きる寡婦，河，朝霧のかか
った沼，漆黒の闇夜，広い空を悠々と飛ぶ野鳥，叔母から聞いた森にすむと言
われる小人たち等。
州都であるケーニヒスベルクのギムナジウムに進み，卒業後 Albertus-
Universitätに進学した。同大学を卒業後1914年から18年まで第一次世界大戦に
従軍したが，負傷し帰還，予備役となった。その後ケーニヒスベルクのフーフ
ェン・ギムナジウム Hufen Gymnasium に奉職すること11年。この間，彼は自
分が教職にあることを天職と感じるようになったようだ(4)。また，ドイツ史に
おいて特に困難（結果論かもしれないが）なこの時代に，彼は若者たちに挑戦
状とも予言ともとれる言葉を送っている。それを以下に示す。
Sie haben kein Dach und sie haben kein Brot, sie haben keine Bibel und keine
Märchen. Über ihre Kinderjahren standen die Göstzenbilder der Wüste, und der
feurige Moloch streckte die glühenden Arme nach ihnen aus. Sie sind das
einzige Feld, das uns geblieben ist, der einzige und der kostbare Schatz, den wir
besitzen(5).
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(４) Wiechert, Ernst: Jahre und Zeiten. in SW9 S. 545
(５) Wiechert, Ernst: Rede an die deutsche Jugend. SW 10 S.404
「彼ら（引用者註：戦争によって疲弊の極みに立たされた弱者，特に，
子どもたち）には屋根がありませんし，パンも聖書もメルヒェンもあり
ません。幼年時代からずっと彼らには荒野の偶像が聳え立っています。
火を噴く怪物がその腕を彼らに向かって伸ばしてきます。彼らは私たち
に残された唯一の畑であり，私たちが所有している唯一の高価な宝物な
のです。」
これは，戦争によってともに痛手を受けた若者たちに対する大いなる期待の表
明である。彼らにさらに困窮している者たちに手を差し伸べよというのだ。と
はいえ，彼らの行く道は決して平坦ではない。彼はその道の厳しいことをあら
かじめ予言しているのだ。このような予言を突きつけられたものはしかし，大
いにその心情を鼓舞されたことだろう。
時間的な前後関係は逆転するが，彼に他人の人生に対して幾許かの責任を負う
こと（教職）へと目ざめさせたのは実は学生時代の家庭教師の経験であったと
いう。
Dies war ein ernstes Feld, von vielen Vertrauenden mir übertragen, und noch
andere Augen meiner stillen Waldleute. Hier begann zum ersten Mal mein
Leben des Dienstes, und daß es so fruh begann, mit achtzehnten Jahren,
erscheint mir noch heute als ein Segen des Schicksal(6).
「これは私を信用してくれている多くの人たちから託された大事な畑だ
った。私と同郷の寡黙な人々の眼がなおあった。このとき初めて他人に
仕える私の人生が始まったのだ。しかもそれが18歳という非常に早い時
期に始まったことは，今日想いかえしてみても，幸福な運命だったよう
に思われる。」
家庭教師で入った家での感想の続きだが，他者の人生に責任をもつ意味での
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(６) Wiechert, Ernst: Jahre und Zeiten. in SW9 S. 376
「仕える人生」の萌芽がここに始まったとの表明。後年の青春に語りかける姿勢
の最初の自覚であろう。
Glühend und verehrend auf der Seite der Jugend, und von einer leisen
Melancholie auf der Seite des Alters beschattet. Jener sanfte Glanz des
Herbstes, der uber leeren Feldern liegt, von denen die Ernte schon eingebracht
ist, und man weis nicht, ob sie den Schweiß der Stirn gelohnt hat. Die stille
Liebe zu jemand, der so jung ist, wie man selbst einmal war, und von dem man
meint, daß er vollenden werde, was im eigenen Leben nicht gelungen ist.(7)
「燃えるような情熱と畏敬の心で青年の側にたつ。老齢という年齢から
くる多少の憂鬱的雰囲気をもってはいるが，秋の季節がもつあのやわら
かな残照の雰囲気。それは刈り入れが始まり，果たして額に浮かぶ汗に
見合う収穫が望めるかどうかもさだかではない状態に似ている。かつて
の自分と同じ若者たちすべてに対する静かな（stille）愛情を抱いていた。
その愛情は自分の人生ではかなえられなかったことを若者たちがかなえ
てくれるように願う気もちから出たものだった。」
「自分が果たしえなかったことを託す対象としての青年たち」との認識がここ
にはある。やわらかな残照にも似た光の中で，結果については満足すべき成果
が得られるかどうかはわからないながらも，一心に与えられた仕事に向かう農
民の心境と重なるものがある。その際にはさらに，対象に対する畏敬の心が加
わるのである。これがヴィーヒェルトの若者に向かう姿勢の根本的態度である。
In diesen Jahren erkannte ich zum ersten Male auf eine unendlich tröstende und
beglückende Weise, daß ich vielleicht zum Erzieher geboren war. Und obwohl
mein eigenes Leben weit davon entfernt war, im Festen und Erzogenen zu
ruhen, ja vielleicht gerade deshalb, gewann ich den tiefen, bewegenden Einfluß
auf werdende Menschen, der niemals aus dem Wissen und nicht einmal aus der
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(７) Wiechert, Ernst: Jahre und Zeiten. in SW9 S. 530
Abgeklärtheit des eigenes Seins kommt.Der bei den Werdenden nur aus dem
Gefühl kommt, daß sich hier einer hingibt an sie, nicht vom Amt her, sondern
von der Liebe her. Das er nicht einer der >>anderen<< ist, sondern einer der
Ihrigen. Daß er noch in denselben Schmerzen, Irrtümern, Verschuldungen und
Traumen befangen ist wie sie. Daß er nicht unfehlbar ist und niemals tut, als
sei er unfehlbar. Und daß er imstande ist, sich uber alle Wurde und Feierlichkeit
der Tagesgötter ebenso lustig zu machen wie sie. Daß er eben ein Mensch ist
und weder ein Lehrer, noch ein Bürger, noch ein Fertiger. Aber daß er mit
Leidenschaft bemüht ist, etwas zu werden und die Welt zu bewegen, wie sie alle
ja davon trüumen, die Welt zu bewegen(8).
「このころ私は，自分がひょっとしたら教育者に生まれついているのか
もしれないと思うようになって，初めてひじょうに慰められ喜びを感じ
た。私自身の人生はしっかりとしたものでもなく，りっぱな教育を受け
たわけでもないが，そうであるだけに知識の点で未発達な，円熟の境地
には程遠いが，これから伸びようとする若者に深く感動的な影響を与え
ることができるのだ。仕事だからといって若者と一緒にいるのではなく，
ただあふれる愛情ゆえなのだ。生徒たちが見ず知らずの人たちの一人だ
からではなくて，あなた方の一人だという気もちで。生徒が同じように
痛みをもち，過ちを犯し，借金をし，夢見るものだとの気もちをもって。
決して過ちを犯さない者ではないし，過ちを犯さないように行動するな
どとは思わずに。日常生活で後生大事にしているもののあらゆる権威や
荘重さを生徒がばかにするものであることを知りながら。生徒が一個の
人間であり，教師ではなく，社会人でもなく，自分のことは自分ででき
る大人ではないことを知って。しかし彼が必死になって何者かになろう
としていること，誰もが世の中を変えてやろうと思っているのと同じよ
うに，生徒も世の中を変えてやろうと必死になっていることを知りなが
ら。」
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(８) Wiechert, Ernst: Jahre und Zeiten. in SW9 S. 545
若者たちに語りかける理由を探ると，そこには天職的な感情と，若者に期待
する側面，つまり，次代を担うべき若者たちに対する期待と，「自分はもはや若
くない」という感慨が感じられる。これは，感傷的なものではなくて，いわば，
将官の下士官に対する態度に似ていると言って良かろう。ぎらぎらと，幾分鋭
すぎるまなざしは下士官のそれであり，軍人とはいえ穏やかなまなざしで，下
士官の行動を見守り，必要ならば適切な助言を行う将官のそれである意味で。
ヴィーヒェルトがギムナジウム教師をしているころ，自身が落ち込み悩んでい
るときも，生徒たちは続々とやって来たという(9)。彼はただ黙って生徒たちの
言うことに耳を傾けているだけだったという。その際，彼は生徒たちの目をま
っすぐに見て聞き入っていたのだろう。その時のまなざしを思い浮かべればよ
い。
以上はヴィーヒェルトの場合を考えてみたわけだが，ヘッセの場合はどうだ
ろうか。ヘッセはなぜ若者に語りかけたのだろうか。
その際考慮しなければならないことの一つとして筆者は，彼の挫折経験を挙
げなければならないと考える。彼は，自他共に認める，母方の偉大な祖父ヘル
マン・グンデルト（Hermann Gundert）の直系の孫であり，郷里の期待を一身
に集め，名門Maulbronn神学校（ケプラーや，ヘルダーリン，フィヒテなどを
輩出した教育機関である。同校はバーデンヴュルテンベルク州の逸材を集めて
テュービンゲン大学の神学部の予備教育を授ける学校である）の入学試験に上
位の成績で合格しながら，たった半年後にそこから退学してしまった経験があ
った。この経緯は姉アデーレの編纂した母親の手記および日記に詳しく語られ
ており，その際の両親の対応が緊迫した様子とともに伝わってくる内容となっ
ている。その後は，別のギムナジウムに入学したり，機械工の職についたり，
あまつさえ，ピストル自殺を図ることさえあったという不行状で，両親ばかり
でなく祖父母をも悲しませ心配させた。年来の「詩人になるか，さもなければ
何にもならない」(10)という気もちから，ようやく見つけた古書店店員の職を続
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(９) Wiechert, Ernst: Der Dichter und die Jugend. 1n SW10 S. 357ff
(10) Hesse, Hermann: Kurzgefaßter Lebenslauf. in Werkausgabe 6 Frankfurt am Main 1970 S. 393f
Die Sache war so: von meinem dreizehnten Jahr an war mir das eine klar, daß ich entweder ein Dichter oder
gar nichts werden wolle. Zu dieser Klarheit kam aber allmählich eine andre, peinliche Einsicht. Man
konnte Lehrer, Pfarrer, Arzt Handwerker, Kaufmann, Postbeamter werden, auch Musiker auch Maler oder
Architekt, zu allen Berufen der Welt gab es einen Weg, gab es Vorbereitungen, gab es eine Schule, einen
けながら詩を書くという毎日であった。詩人として世の中に多少名前が知られ，
自分もやっとひとかどの人物になれたということを，最初に知らせたいと念願
していた母親は，彼の最初の詩集が出版される前には亡くなってしまっていた。
神学校退学以来，迷惑をかけどおしであった母親であればこそ，その償いの意
味もあったのであろうが，残念ながらそれは果たせずじまいであった。その後
数年してからの結婚生活も決して幸せとは言えなかった。最初の妻との間にも
うけた三人の子どもたち（彼にはほかの子どもたちはいないが）には，母の精
神病発病のため，両親が離婚した後は，離れ離れに暮らさざるを得ず，家庭的
な温かさを味わわせることができなかった。続く二番目の妻とも結婚後程なく
して離婚した。三人目の妻との落ち着いた結婚生活に入ったのは，中年も過ぎ
老境に足を踏み入れようとするころ（1931年，ヘッセ54才）だった。それは，
「詩人になるか，さもなければ何にもならない」という少年の日の，ある意味で
は明確になりすぎ強すぎた願望の当然の帰結かもしれなかった。挫折を経験し
たものとして，その内面の嵐を，今まさに嵐の真っ只中にいる若者たちに語り
たいと思うのは不思議なことではない。内面の嵐は外部からの干渉や助言では
治まらないかもしれないが，同じ嵐を経験した先人の体験談を聞くことによっ
て多少は楽になるかもしれないとの判断が働いていたのだろう。
では語りかける当のヘッセは何かといえば，第一義的には詩人であった。な
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Unterricht für den Anfanger. Bloß für den Dichter gab es das nicht! Es war erlaubt und galt sogar für
ehere, ein Dichter zu sein: das heißt als Dichter erfolgreich und bekannt zu sein, meistens war man leider
dann schon tot. Ein Dichter zu werden aber, das war unmöglich, es werden zu wollen, war eine
Lächerlichkeit und Schande, wie ich sehr bald erfuhr. Rasch hatte ich gelernt, was aus der Situation zu
lernen war: Dichter war etwas, was man bloß zu sein, nicht aber werden durfte. Ferner: Interesse für
Dichtung und eigenes dichterieches Talent machte beiden Lehrern verdächtig, man wurde dafür entweder
beargwönt oder verspottet, oft sogar tödlich beleidigt.
「事情はこうであった。13歳のころから私には一つのことがはっきりしていた。詩人になるかさ
もなければ何にもなりたくないか，ということであった。この明確な目標にはしかし，次第にも
う一つほかのいやな認識が加わってきた。われわれは教師，牧師，医師，職人，商人，郵便配達
人にはなれる。また，音楽家，建築家にもなれる。世の中のこういった全ての職業には，それに
なるための方法がある。準備段階があり，そのための学校もある。初心者のための講義もある。
ただ詩人のためにはそれがない。詩人であることは許されていたし，それどころか名誉なことと
みなされていた。つまり，詩人として成功していたり名前が知られていたりすることは，たいて
いの場合，その人は残念ながらすでに亡くなっている場合のことなのだ。これから詩人になるこ
と，詩人になりたいことは，しかし，できない相談であり，笑止千万なことであり恥辱であった。
そのことを知ったのはこんな思いを抱いたすぐ後であった。状況から学びえることを私はすぐに
知った。詩人であることはただそうあるべきことであって，なりたいと思ってはならないことだ
ったのだ。詩に対して興味を抱くことと自分の詩的才能を信じることは二人の教師には疑わしい
人物とみなされることになった。そのために不信の目で見られたり，嘲られたり，そうでなけれ
ば手ひどく傷つけられるかのいずれかであった。」
らばその詩人とは何だろうか。彼およびその他の人たちのことばから跡づけて
みよう。
詩人は，主に普通の人間よりはるかに強く個性化しているという点で普
通の人間とは区別されます。正常さや正常さに従えという要請を顧みず，
この個性化を成就することによってのみ詩人となることができたよう
に，何かが起これば，しばしば公衆のものとは異なる彼自身の尺度に従
うことしかできないのです(11)。
詩人は強すぎる個性をもつものである。それを「個性化する」という表現で
表わしているのである。ここから当然のように，詩人の対社会的側面が浮かび
あがってくる。
異端者的，「アウトサイダー」的な要素を多分にもつ詩人・作家にあっては，
何事も体験において second-handであることは許されず，不断にその真実性を
彼らの脈拍の内に感得しなければ済まされない(12)。
ここでは詩人が一般的には，異端者的側面，アウトサイダー的側面をもつもの
であることを指摘している。second-handではないことから，体験重視，直接
的接触による認識態度などの特徴が想い起こされる。この態度はまた，信仰問
題とかかわる際には，自己の心情以外のものには屈服することができない故に，
必然的と言っていいほどに詩人と社会との軋轢へとつながってゆく。
詩人・作家のあるものたちが宗教に対し懐疑や抵抗を示しているときで
も，そのことによって，彼らの思想や想像が逆に宗教によって徹底的に
規定されている場合が多いことにわれわれは注目しなければならない
し，加うるに，懐疑はしばしば信仰の触手でもあることを忘れてはなら
ない(13)。
詩人が反宗教的に見える場合でも，それが実は宗教からの規定であり，宗教に
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(11) Hermann Hesse Gesammelte Briefe dritter Band hrsg. von Volker Michels Frankfurt am Main 1982 S. 132
(12) 須藤信雄『英国の宗教文学』篠崎書林　1967 S. 10
(13) 須藤信雄『英国の宗教文学』篠崎書林　1967 S. 12
敵対しているように見えても，実際には，宗教への接近を意味することがある
という指摘である。内面を凝視しつづける詩人の避けられえない道かもしれな
い。
しかし，この服従心の強い騎士たちは，聖なる従順の前に何物もあえて
置こうとはせず，服従の命令が一度発せられると，その命令の遂行のた
めの準備はすでに整えられていました(14)。
このことは何もフランシスコおよびその同朋たちに限ったことではない。詩人
もまた一面では，目標を目指して，あるいは優先権を明確にして一途に進むも
のなのである。その決心の固さ，任務遂行のすみやかさは，詩人ヘッセの「詩
人になるか，さもなければ何にもならない」との決意を含む心情に似ているよ
うに思われる。以上の三点は，詩人の資質の硬派的硬骨漢的側面と言えよう。
ドイツ語の「詩」に当たる Gedichtは元々 dichtenと関係するように思われる。
これは「物事を密にする，目を詰める」意であり，Gedicht は「密にされた，
目を詰められた」の意の過去分詞である。目に見えるものも，見えないものも，
とにかく森羅万象を鋭い感性によって捉え，その捉え得た内容を可能な限り圧
縮する結晶作業を行なうのが詩人ということばの本来の意味であろう。このよ
うに考えると，ドイツで韻文作品よりも散文作品のほうが圧倒的に多い作家を
も詩人 Dichter，Gedicht を造る者と呼ぶ理由がわかる。韻文作品の量の多寡
が問題なのではない。その作品の質，あるいはその作品を生み出した人物の性
向が重要なのである。以下に引用するのは，姉アデーレによって紹介されたヘ
ッセの詩である。母の死を悼みながらもその想い出を歌ったものである。引用
に続いて大意を示す。
Ich hatte dir so viel zu sagen,
ich war zu lange im fremden Land,
und doch warst du in all den Tagen
die, die am besten mich verstand.
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(14) チェラーノのトマス『聖フランシスコの第一伝記』石井健吾訳　1989 あかし書房　S. 74
nun, da ich meine erste Gabe,
die ich dir lange zugedacht,
in zagen Kinderhänden habe,
hast du die Augen zugemacht.
Doch darf ich fühlen, wie beim Lesen 
mein Wieh sich wunderlich vergist, 
weil dein unsaglich gutig Wesen 
mit tausend Faden um mich ist(15).
「あなたには多くのことをお話ししなければなりませんでした
永いこと家を離れ過ぎていましたから
それなのにあなたはいつでも
一番良く私のことをわかってくれました。
今ここにわたしの最初の詩集があり，
それをあなたに差し上げようと永いこと考えて
こうして手にもっていますが，
あなたは目を閉じてしまわれました。
ですが，本を読むときにはわかるのです，
悲しみが不思議なほど消えてゆくのが。
というのも口に出しては言い表せないほど善良なあなたのお人柄が
何千本もの糸となってわたしを取り囲んでいるからです。」
ここでは詩人としての本来の，言葉による描写で母親に対する愛情と，生前の
母親に詩集を手渡すことができなかったことが愛惜をもって歌われている。意
味内容は寂しいものであるはずなのに，詩節の最後に長音のａと短音のａを配
することで開放的な柔らかな感情が巧みに表現されている。さらに，流れ去り
消え去ってしまうイメージを呼びおこすような長音のｅと緊張感をもたらす短
音のｉを配することで詩の最後が引き締まったものとなっている。先に挙げた
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(15) Gundert, Adele: Marie Hesse ein Lebensbild in Briefen und Tagebuchern. 1977 Stuttgart S. 232
硬派的側面ばかりでなく，柔らかな感情をも内に秘めている詩人であることを
示す好例と考えてよいだろう。
対社会的側面からの詩人に関しては，手塚の次の言葉が正鵠を得ている。
もちろん社会における詩人のありかたは，時代とともにつねに変化した。
近代になって，詩人が個性的存在になるまで，詩人はおおむねそれぞれ
の時代，もしくは各自の所属する共同体の生活感情の表現者であり，そ
の理想の保も者ないし指示者であった。したがって彼らは，その理想を
より高くかかげるという形のもとに，時代の空虚を責め，いましめるこ
とができた。そして，それによって彼らはやはり，神の欠如を救おうと
したのである。しかし近代詩人にいたっては，その神の欠如ということ
を極限的な状況において担うに至ったのである(16)。
この引用箇所の後半の「神の欠如云々」の当否はさておくとして，近代詩人が
もはや共同体の生活感情の代表者ではなくなっている，という指摘に注目した
い。詩人とは個性的存在なのである。それも，極限まで追いやられた意味での，
個性的存在者なのである。詩人としてのこの側面は先ほど硬骨漢という表現で
も紹介したが，以下のエピソードを知るときに，われわれは驚かざるを得ない。
1933年，ヘッセは出版社との更に5 年間の延長契約更新を行ない，その
際に，Gottfried Bermann-Fischer と Peter Suhrkamp の両名が署名を
し，ヘッセが更に手書きの以下のような付記を付け足した。「出版社が
より高次の力（国家権力，戦争，インフレーション）により，著者に対
する義務の履行が妨げられるようなときには，この契約は著者に対して
拘束力をもつものでではない(17)。
歴史の進行のただならなさを予測したからであろうか。本来，印税をもって成
り立つはずの自身の生活を脅かしかねない不利な条項，不可抗力の事態に当た
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(16) 手塚富雄『ゲオルゲとリルケの研究』岩波書店　昭和43年(1978) S. 63f
(17) 拙論「メーリングリストにおけるヘッセへの関心」1997年３月　筑波大学外国語センター外国
語教育論集第19号
っては出版社が著者に印税を支払旨の規約上の義務を負わないという条項を，
わざわざ契約書に付加する行為をあえて為したのである。それも手書きで。
透徹した精神のもち主であって，なお，受容分析したことがらを言語化しう
る能力をもつ詩人が語りかける相手である若者とはどのような者たちだったの
か。ヴィーヒェルトの場合には大部分はギムナジウム卒業生か大学に通う学生
たちであり，世的に見れば将来のエリート予備軍である。もちろん学生でない
ものも含まれうるが。だがそれだけではなかろう。次に引く亀井の言葉が筆者
の言い足りぬところを補って余りある説明をしてくれている。
民族の文化力とは彼固有の伝統を変形しつつなお上昇溌剌たる精神を意
味する。換言すれば，異民族の文化的財宝を摂取し，これをわがものと
する巨大な精神の消化力にほかならない。このつよい精神をわたしはい
たるところで信じたいのである。この精神を担うものはいうまでもなく
青年であり，彼らこそ人間の，民族の将来という現実的要素である。そ
して詩人とは，彼自身がつねに青年であることによって，彼の属する民
族に永遠の青春をもたらすものをいう(18)。
民族の将来を背負って立つているところの若者たちなのである。彼らは旺盛な
摂取力をもち，伝統の上にさらに独自の文化を築き上げようとする意欲をもっ
た者たちであった。自分の欠けたるところを謙虚に見出し補おうとする者たち
だ。そして真摯な生き方を望む者たちでもある。ヘッセの場合の語りかける対
象としては，この「真摯な生き方を望む者たち」である傾向が強いように思わ
れる。それはひとえに彼の半生のあり方に関わるものだからだ。
語りかける際の詩人の働きとはなんだろうか。それを明示しているのが以下
の言葉である。
Sie sehen in mir viel mehr, als ich wirklich bin, das ist das Recht des Jünglings.
Ich bin für Sie ein Fenster, durch das Sie das Licht erblickt haben. Dabei hat
47
宮　崎　泰　行
(18) 亀井勝一郎『人間教育』角川文庫　1978年　S. 63
das Fenster aber kein andres Verdienst, als das es dem Licht den Durchgang
nicht versperrt hat(19).
「あなたは現実のわたし以上のものを私の中に見ています。それは若者
の特権なのです。わたしはあなたにとって一つの窓であり，それを通し
てあなたは光を見たのです。そのとき窓は光が通っていこうとするのを
邪魔しないほかはなんの働きもしません。」
これが彼の「詩人観」とでも言うべきものだろう。詩人とは他の人にとって
窓の役割を果たすべきものと映っていたようだ。光の道筋，通り道を少なくと
も塞ぐことがない窓である。「窓」に託して詩人を説明しようとすることは，若
者の伸びるのを妨害することだけはすまいとの決意のように思われる。少なく
とも彼個人にとってはそうであったし，そのように心がけてきたのだろう。そ
うでなければ，彼の死後残されたあの厖大な書簡類の説明がつかない(20)。
以上ヘッセの場合をまとめれば，生来の内省的性向，我意的性向に加えて，
挫折に次ぐ挫折の経験からも，なおさら若者たちに語るべき言葉をもっていた
ゆえのことだろうと推測される。ヴィーヒェルトの詩人観については後で触れ
ることとする。
蠱
さて，われわれは次の問題点として，ヘッセとヴィーヒェルトは若者たちに
何を伝えようと思っていたのだろうか，ということを考えなければならない。
作家であると同時に，長いことギムナジウムの教師を経験していたヴィーヒ
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(19) Hermann Hesse Gesammelte Briefe dritter Band hrsg. von Volker Michels Frankfurt am Main 1982 S.
411
(20) ヘッセの書簡集については，現在，Suhkamp社作品集とは別に４巻本と，書簡が宛てられた個
人別の書簡集が数巻存在する。それに加えて，現在なおドイツの Suhrkamp 社の新ヘッセ全集
（20巻本の予定）編纂責任者である，Volker Michels 博士の手によって鋭意収集中である。その
数は総数６万通にも及ぶのではないかと推測されている。その数もさることながら，驚嘆に値す
るのは手紙を書くヘッセの姿勢である。強度の近眼にもその原因があると思われるひどい偏頭痛
（この点は父親譲りであったらしい）のため，読書はおろか執筆さえままならぬ状態でも若者や，
人生に行き悩んでいるいる人物からの手紙にはかならず直筆の返事を出したという。それは高い
ところから教示するという姿勢ではなく，自分もかつては同じ悩みを通り抜けた者として，参考
になるならばとの思いから，自らの体験を語るものである。
ェルトの場合には，「教師」的な側面が強いように思われる。困難な時代にあっ
ていかに生き抜くべきなのかを，時代状況の分析とともに語ったのだ。時代分
析であり，来るべき時代に関する予測が当然そこにはあった。
ヘッセの場合は，「教師」的な側面よりも，「共に悩み共に苦しみながらこの
世の生を全うする同伴者」としての側面が強いように思われる。時代分析はヴ
ィーヒェルトと同様なされるが，予測面は少ないように思われる。筆者には不
思議に思われることであるが，時局評論などでは激越なまでの筆法の鋭さを見
せるヘッセが，こと文学作品に形象化させる段になるや，その鋭さは作品の内
部に隠されてしまいあまり表面に出てこない。ヘッセ最後の大作と言われる
Das Glasperlenspielは，その執筆年代がナチ時代に重なりながら，時代批判・告
発の書としてよりも，一種のユートピア小説とも読めるものである。先にも挙
げたヴィーヒェルトの Der Totenwald と対照させると両者の違いが明確に認識
される。後者は創作的要素が混じっているとはいえ，収容所の体験が直接的に
取り入れられている。終戦を迎えるまでヴィーヒェルトはその原稿を庭に埋め
ておかざるを得ず，日の目を見ることがなかったという代物だ。作品そのもの
が時代を語り，それゆえ時代批判になってしまっている。それに比べ，前者，
ヘッセにあっては作品そのものは直接ナチス批判には結びつかない。もちろん
穿った見方をすれば，そこにナチス批判の意図は読み取れようが。
さて，ここまでは二人の相違点を強調してきたが，共通点に視点を移してい
こう。本論考劈頭で筆者は，二人の共通点として，１>郷土の形象化，２>生没
年が近く，大戦によって大いに影響されたこと，３>若者に語りかける機会をも
っていたことを挙げておいた。この論考が目指すところがまさに３項目目にあ
たるので，これはさて置くとして，さらに重要な共通点を挙げれば，４>両者と
もにその根底に「告白」の衝動をもっていることが指摘できよう。「告白」とは
いかなる行為であるかを説明したものとして，亀井の言葉に注目してみよう。
一思想の享受とは，告白の情熱によるその包摂であった。たといぶざま
でも，一思想が，微小な個体を通過するときのひしめくような音声を聞
く思いがする。私はそこにみられる論証よりも，身証に心ひかれてきた。
今日は説明と解釈の時代だ。「客観的」というえたいの知れない亡霊に
気がねしながら，あらゆることに解釈を下しながら，本人の実体は行方
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不明である。私は告白につきまとう感傷を好まないが，告白衝動の全く
ない文章というものは，表情のない人間の顔のようなものだ。評論の魅
力は，論証の見事さだけでなく，「身証」の深さにある。「身証」の深さ
は，告白せざるをえないその人の心の悶えに発することは云うまでもな
い(21)。
一思想が個体（個人）を通過するときに発する音声が「告白」であり，「身証」
であると解釈すれば，そこには何らかの心の悶えがあるはずである。「心の悶
え」とまで言わずとも，詩人の発する言葉というものは，詩人が自らの体温で
暖めたことばであるはずだ。そうでなければ，その言葉は冷え切ってしまって
相手（読者）に届くまい。この場合の，「自分の体温で暖めた」ことばこそ，
「告白せざるを得ず告白されたもの」というべきである。ヘッセもヴィーヒェル
トもそのよって来たる淵源の一つに敬虔主義を想定することができる。生まれ
故郷の土地を色濃く覆っていた空気であり，生まれ育った家の中に充満してい
た空気だからである。ヴィーヒェルトの故郷である東プロイセンも，ヘッセの
故郷のバーデン・ヴュルテンベルクも，歴史的敬虔主義(22)に根ざす敬虔主義の
影響が現在までも残っているところであるという。敬虔主義の一つの特徴とし
て，「自伝」，「伝記」の尊重がある。敬虔主義研究の泰斗であるシュミット教授
の言を聞こう。
伝記や自伝の出版も敬虔主義の形成に一定の役割を果たしたこの各所で
蓄積された個人的経験が織りなす豊かな世界を，伝記や自伝の出版とい
う手段で敬虔主義者たちに伝えた功労者は，誰よりもまず改革派の神学
50
HesseとWiechert
(21) 亀井勝一郎『信仰と美の誘惑』思想との対話４　所収　講談社　1967年　S. 304
(22) [なお，ピューリタニズムおよび敬虔主義の思想的位置としては，次にくる啓蒙主義への橋渡し
的役割りを果たしたという点が重要である。ただし，このことに注目する際には，後の敬虔主義
的な運動－この場合，敬虔主義は一定の歴史的運動を指示する固有名詞としてではなく，むしろ
上述のような特徴をそなえたもの一般を指示する普通名詞として使われる－であるメソジズムや
信仰覚醒運動とは全く反対の事情にあることを知る必要がある。これらの運動はまさしく啓蒙主
義との対抗関係においてあらわれてくるのであり，十七世紀の敬虔主義であるピューリタニズム
やドイツ敬虔主義は逆にそれへの橋渡し的な役割を演ずるのである。それ故，これらがアングリ
カニズムやルター派正統主義と対立的な関係に立つのも当然である。」佐藤敏夫：「近代キリスト
教思想の展開｣ 玉川大学版『世界教育宝典（キリスト教教育編）シュペーナー・トレルチ・ブル
ンナー他』編集　佐藤敏夫　1969年　所収　S. 16f
者ピエール・ポワレ（1645－1719）であった(23)。
さらに教授は次のようにも記している。
事実性の保証人としての自伝と伝記自己の信仰生活を中心におくことか
ら，「経験」の原則的強調が生じた。経験と実験の時代の到来が告知さ
れた。事実性の保証人という重要な役割をになったのが，敬虔主義の自
伝と伝記であった(24)。
さて，Abschiedsreden an die Abiturienten，Der Dichter und die Jugend，Der
Dichter und seine Zeit，Rede an die deutsche Juendにおいてヴィーヒェルトが訴え
ていることを確認しよう。彼がこれらの講演で直接的に語った相手はギムナジ
ウムの卒業生から大学生までの年齢の人たちであった。
彼はまず，若者を取り巻く時代状況に注意を向ける。彼によれば1914年から
1924年の間に世界はすっかり変わってしまったという。これは，第一次世界大
戦とその後の混乱の状況を指しているのだろう。このような時代にあってまさ
に社会に出て行こうとする若者たちの将来進み行く道の必ずしも平坦ではない
こと，いやそれどころか，その厳しさを指摘するのである。黙示録のイメージ
を引き，彼らが血塗られ，醜く，ゆがんだ舞台の前に引きだされているのだと
警告を発している。冒険に次ぐ冒険の人生を送るものもあるだろう。現実的に
彼らは失業問題に直面するかもしれない。しかし，人間の奴隷になっても，奴
隷の人間になってはいけない。この世にあって，物質的なものを増やそうとい
うより，涙や不正や暴力や苦悩などが減じるよう努めよと言う。ギムナジウム
卒業生に対しては，与えるものはないが，取り去るべきものがあるといって，
「不安」を取り去ろうと言う。これは他の講演でも同様だが，時局に関して疑問
を抱き，煩悶しながらヴィーヒェルトの講演を聞いた者は，確かに自分の姿勢
を正され，慰められ，励まされたであろうことが推測される。
彼が繰り返し問題にしている「詩人」とはいったいどんな種類の人物である
と考えているのだろうか。彼は幾つかの喩えを以て語っている。第一に，詩人
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(23) Ｍ．シュミット『敬虔主義』小林謙一訳　教文館　1992年　S. 39
(24) Ｍ．シュミット『敬虔主義』小林謙一訳　教文館　1992年　S. 280
とは，一人静かに，音も立てず流れ，満天の星を映し出す河のようなものだと
いう。この騒がしい世の中で，永遠の事物を静かに最後まで守り抜く存在なの
である。詩人にこの世の事柄，金銭をいかにして手にするかとか，成功の秘訣，
立身出世の方法とか，功利的なことなどを尋ねることは賢明なことではない。
喧噪から離れて，一人静かに世の中で起こっていることをいかに形象化しよう
かと思いを巡らすものである。その岸辺に，夜，森から動物たちが出てきて渇
いたのどを潤すのである。第二に，この箇所でも既に触れられていることだが，
永遠の事物に関わっているということ。これは「愛」「神」「真理」「善」等のこ
とを念頭においているものと見られる。これはまた，詩人の作品を読んだもの
たちが，そこから，その「実」として受け取りうる内容をも指しているのだろ
う。その「実」が世代から世代へと受け継がれていくのだ。第三に，ゲーテに
範をとって「畏敬」を抱く人物であるという。国家に対して，人に対して。第
四に，詩人とは必要な場合には警告を発し，時には自省をうながす人物である。
これは特に，1938年のブーヘンヴァルト強制収容所に収監されたことを見ても
明らかである。Rede an die deutsche Juendにはナチス時代の12年間の簡略な内面
的な意味での総括めいたものが記されている。
Und in diesen zwölf Jahren war Schlimmeres geschehen als die Vernichtung
des Leibes. In diesen zwölf Jahren war fast ein ganzes Volk bis auf den Grund
seiner Seele verdorben und vergiftet. In diesen zwölf Jahren war aus den Herzen
einer Jugend gerissen worden, was jede Jugend mir dem Schimmer einer neuen
Morgenröte umglänzt: das Unbedingte des Strebens nach einer besseren,
gerechteren und edleren Welt, die fromme Ehrfurcht vor den Altären der
Menshclichkeit, das Ritterliche der Haltung gegen Schwache, Leidende und
Besiegte. In diesen zwölf Jahren hatte man einem Volk das Eigenste und das
Kostbarste genommen, das es zu allen Zeiten besaß: seine Jugend und mit ihr
die Gewähr aller Zukunft.
In diesen zwölf Jahren wareb auch die letztten Fäden durchschnitten worden,
die ein Volk an seine Vergangenheit bindet und mit der Umwelt der anderen
Völker verknüpft. In ihnen war das Recht gestorben, die Wahrheit, die Freiheit,
die Menschlichkeit(25).
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「この12年間に生命の絶滅以上の悪いことが起こりました。この12年間
にほとんど一民族がその根底までだめにされ，毒を注入されました。こ
の12年間に若者の心から，新たな朝焼けの輝きのように辺りを照らして
いたものが奪い去られました。それは，よりよい，公正な，高貴な世界
をぜがひでも求めようとする心，人間性の祭壇に対する畏敬，弱者や悩
みを抱えるものや，打ちひしがれているものに対する騎士的な態度であ
る。この12年間に，一民族のどの時代にも所有されていた最も固有なも
の，最も尊いものが失われてしまった。それは，若者と若者が創り出す
はずの未来である。この12年間に一民族を過去と結びつけ，他民族の世
界とを結びつける最後の糸までが断ち切られてしまった。この年月の間
に公正も，真理も，自由も人間性も死滅してしまった。」
この引用文では繰り返し使用される“in diesen zwölf Jahren”「この12年間に」が
独特のリズムを創りあげ，その意味をいっそう引き立たせている。
さて最後に，ヘッセとヴィーヒェルトに関して全般的に特徴的なことを記し
て」この稿を終えることとしよう。それは二人にはニーチェとの決定的な邂逅
があったということだ。筆者がどこにその痕跡を見いだすかというと，もち
ろん伝記的な事実もさることながら，その思想的な影響である。ヘッセは題名
もそのものずばりの Zarathustras Wiederkehr で，「一人であること」「孤高であ
ること」を繰り返し強調している。ヴィーヒェルトは青春の入り口として，い
ままで自分を暖かく包んでくれた周囲への離反を見ている。両親や周囲の大人
たちがお膳立てしてくれた既存のレールではなくて，自前のレールを最初から
敷き直して新たな歩みを始めるべきことを説いた。このニーチェとの邂逅が，
この二人に自他共に対する真摯で熱烈な，かつ妥協を許さない激しい態度を与
えたように思えてならない。
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(25) Wiechert, Ernst: Rede an die deutsche Jugend. in SW10 S. 390f
[Abstract in English]
Hesse and Wiechert
— Two poets who always keep youth in mind —
Y. Miyazaki
Hermann Hesse and Ernst Wiechert are both German writers. The former is a Nobel
prize-winner and the latter is one whom we nowadays hardly remember. Yet we see
some things in common. They were contemporaries and shared the trauma of the two
World Wars. This experience shook them to the bottom of their hearts. Moreover they
met Friedrich Nietzsche in their young days and were influenced deeply by him. On
this basis, they spoke to the youth in their own ways. Of course their ways of speaking
(or writing) were different, because their views of what the poet is and their
backgrounds were not the same. While Hesse the Poet spoke to the youth from his ego,
Wiechert talked to them as a born educator.
〔日本語要約〕
ヘッセとヴィーヒェルト
─青春に語りかける詩人─
宮　崎　泰　行
ヘッセとヴィーヒェルトは片やノーベル賞作家、片や忘れ去られた作家であ
り、社会的には対照的な評価を受けている。しかし彼らには共通点が見られる。
生没年がほぼ同じこと、人類の未曾有の体験とも言うべき第一次世界大戦およ
び第二次世界大戦に遭遇し、そこから深い影響を受けたこと。さらに、両者と
もにニーチェとの運命的な邂逅を経験しており、その体験をもとにして当時の
若者たちに向かって常に語りかけをおこなっていること。両者の詩人観、生い
立ちの違いなどが語りかける際の姿勢の違いへとつながっているのであろう。
ヘッセは我意の強い天性の詩人として、ヴィーヒェルトは同じ詩人ながら、ど
ちらかといえば、教育者的心情から若者に語りかけている。
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